
儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

る
方
針
だ
。

自
動
運
転
バ
ス
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
町
在
住
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
る
外
装
デ
ザ
イ
ン
の
ほ

か
、
住
民
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
も
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
バ
ッ
ジ
や
ス
テ

ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
る
の
も

住
民
の
愛
着
を
高
め
る
工
夫

だ
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
や
小
学

生
な
ど
を
対
象
と
し
た
視
察
・

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
。
先

端
技
術
を
身
近
に
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

貢
献
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に

も
つ
な
げ
て
い
る
。

沿
線
住
民
を
は
じ
め
、
町
ぐ

る
み
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
単
な
る
移
動
手
段
に

と
ど
ま
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

ー
の
役
割
も
果
た
す
。
制
限
速

度
を
超
え
て
走
行
す
る
車
両
も

多
い
の
が
実
情
だ
が
、
低
速
な

自
動
運
転
バ
ス
が
高
頻
度
で
走

行
す
る
こ
と
で
、
速

度
超
過
す
る
車
両
が

減
り
、
交
通
安
全
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

電
動
バ
ス
は
走
行

時
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
に
も
寄
与

す
る
。
さ
ら
に
、
目

的
地
と
な
る
施
設
整

備
も
並
行
し
て
行
う

こ
と
で
、
域
内
の
移

動
総
量
を
増
加
さ

せ
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
高
齢
者
の
健

康
増
進
に
も
役
立
て

っ
た
。

決
め
ら
れ
た
路
線
を
低
速
で

運
行
す
る
自
動
運
転
バ
ス
は
、

町
内
交
通
流
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

を
開
始
し
た
。
鉄
道
駅
が
な

く
、
路
線
バ
ス
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
網
が
脆
弱
（
ぜ
い
じ

ゃ
く
）
だ
っ
た
の
に
加
え
、
高

齢
者
の
免
許
返
納
意
向
の
高
さ

や
子
育
て
世
代
の
移
動
手
段
の

確
保
な
ど
、
交
通
に
関
す
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め
だ
。
病
院

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子

育
て
支
援
施
設
な
ど
主
要
生
活

拠
点
を
結
ぶ
ル
ー
ト
か
ら
運
行

を
開
始
し
、
21
年
８
月
に
は
境

町
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

道
の
駅
な
ど
の
観
光
拠
点
を
結

ぶ
ル
ー
ト
を
新
設
。
町
民
と
観

光
客
双
方
の
回
遊
性
向
上
を
図

茨
城
県
境
町
が
運
行
す
る
自

動
運
転
バ
ス
は
、
住
民
や
町
内

企
業
が
自
発
的
に
受
け
入
れ
る

工
夫
を
し
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。
行
政
側
か
ら
の
依
頼
な

く
、
バ
ス
停
へ
の
私
有
地
提
供

を
は
じ
め
、
路
上
駐
車
の
削
減

支
援
、
自
動
運
転
関
連
の
広
告

や
商
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
「
誰
も
が
生

活
の
足
に
困
ら
な
い
町
」
と
安

全
円
滑
な
運
行
を
実
現
し
、
全

国
で
初
め
て
自
動
運
転
バ
ス
の

社
会
実
装
を
実
現
し
た
。

境
町
は
、
２
０
２
０
年
11
月

に
自
動
運
転
バ
ス
の
定
常
運
行

〈受賞者コメント〉茨城県境町の自動運転車による公共交通への住民
との取り組みに対する評価に、感謝を申し上げます。我々の取り組みは
シンプルに困っている人を助ける、というもので、その手法として全国
の自治体で初めて自動運転車の常時運行を決断しました。境町の取り組
みが全国の公共交通の課題解決の一助となればと思っております。BOLD
LYをはじめ関係各位の皆様に感謝を申し上げます。

地域住民の手で成し遂げた
国内初の自動運転バスの社会実装国内初の自動運転バスの社会実装
地域住民の手で成し遂げた
国内初の自動運転バスの社会実装

クルマ･社会･パートナーシップ大賞クルマ･社会･パートナーシップ大賞特集

■株式会社アイシン（愛知県刈谷市）
オンデマンド型乗り合い送迎サービス「チョイソコ」

■赤碕ダイハツ（鳥取県琴浦町）
過疎地域にある自動車整備事業者連携による地域のモビリテ
ィ確保に向けた取り組み「琴浦モビリティグループ」

■アサヒタクシー株式会社（広島県福山市）
歴史ある街並みのなかで電気自動車による環境事業であり、
住民の足にもなっている「グリスロ潮待ちタクシー」

■株式会社臼田ファインモータースクール（さいたま市大宮区）
卒業生全員がエコドライバーとなる独自の教育プログラム
「楽エコ教習」

■会宝産業株式会社（石川県金沢市）
自動車リサイクルシステムの世界展開による資源循環社会の
構築

■特定非営利活動法人 日本ソープボックスダービー協会
（神奈川県秦野市）

「地球のチカラ×親子の熱気」が原動力のゼロエミッション
カーで Let's Drive Together Towards SDGs

■茨城県境町
地域住民の手で成し遂げた国内初の自動運転バスの社会実装

■第一交通産業グループ（福岡県北九州市）
「おでかけサポート事業」（ママ・こどもサポート、お墓参
りサポート）の取り組み

■株式会社タウ（さいたま市中央区）
損害車のリユース･リサイクル｢カー･トリアージ｣の推進と終
末期患者を対象とした外出支援ボランティア｢願いのくるま｣

■一般社団法人 東京ハイヤー･タクシー協会(東京都千代田区)
「防災レポーター制度」「タクシーこども110番」「ながら
見守り連携事業」

■日産自動車株式会社（横浜市西区）
電気自動車の普及を通じ、防災・環境など地域課題の解決に
向けた取り組み「ブルースイッチ活動」

■一般社団法人 日本カーシェアリング協会（宮城県石巻市）
石巻発、東日本大震災後の被災者支援としてカーシェアリン
グなどクルマを活用した新しい支え合いの仕組みをつくる活
動

■日本交通株式会社（東京都千代田区）
妊婦さんなどが事前登録でタクシーが呼べる｢陣痛タクシー｣

■一般社団法人 日本自動車部品工業会安全装置部会
(東京都港区)

普及・拡大初期の着用徹底と正しい使用法の啓発に取り組ん
だチャイルドシート「安全装着キャンペーン」

■ネッツトヨタニューリー北大阪株式会社（大阪府豊中市）
コロナ禍で苦しむ地元商店を応援する取り組み

■ベクセス株式会社（静岡県浜松市）
日本の快適なトイレ環境をイベントや災害時などの仮設トイ
レでも実現した「７ブーストイレカー」

■株式会社北陸マツダ（石川県野々市市）
特別支援学校生の就業体験支援及び積極的採用

■株式会社ホンダカーズ埼玉（さいたま市中央区）
こどもを対象とした交通安全教室の開催や自動車への関心を
高める活動

■前野モータース（岩手県葛巻町）
エネルギーシフト（資源の地域内循環実現に向けた省エネや
環境対策等の取り組み）

関
根

千
佳
（
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト

会
長
兼
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
）

森

摂
（
オ
ル
タ
ナ
代
表
取
締

役
社
長
、
「
オ
ル
タ
ナ
」
編
集

長
）

加
藤

和
夫
（
日
本
自
動
車

販
売
協
会
連
合
会
会
長
、
ホ

ン
ダ
東
京
西
代
表
取
締
役
社

長
）

田
口

亜
希(

日
本
財
団
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

推
進
戦
略
部
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）

山
岡

正
博(

日
本
自
動
車
会

議
所
専
務
理
事
）

花
井

真
紀
子(

日
刊
自
動
車

新
聞
社
取
締
役
）

る
と
か
、
速
度
の
遅
い
自
動
運
転

バ
ス
に
あ
わ
せ
て
走
行
が
低
速
化

し
て
よ
り
安
全
に
な
っ
た
と
か
、

バ
ス
停
用
に
民
地
を
提
供
し
、
バ

ス
停
へ
の
停
車
が
交
通
流
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
ま

た
い
ろ
い
ろ
な
形
で
利
用
し
た
り

自
動
運
転
バ
ス
を
町
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
と
し
て
受
け
止
め
て
い

く
姿
が
顕
著
で
あ
り
、
今
後
の
新

し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
町
全
体
で
盛

り
上
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
大
賞

に
相
応
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
自
動
運
転
バ
ス

を
、
単
な
る
実
証
実
験
で
は
な

く
、
い
き
な
り
社
会
実
装
へ
と
舵

を
切
っ
た
橋
本
正
裕
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
も
す
ご
く
、
ま
た
そ

れ
を
支
え
た
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｙ
（
ボ

ー
ド
リ
ー
）
の
方
々
の
努
力
も
素

晴
ら
し
く
、
単
に
運
行
す
る
だ
け

で
な
く
地
域
と
の
関
係
性
を
構
築

し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
公
共
交
通
の

役
割
を
再
認
識
す
る
ベ
ー
ス
を
作

っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
何
と
い
っ

て
も
町
全
体
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
使

う
・
支
え
る
姿
を
構
築
で
き
た
こ

と
は
、
今
後
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
考

え
る
う
え
で
非
常
に
心
強
く
感
じ

ま
す
。
人
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
っ

て
動
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
増
し
、
笑

顔
が
増
し
て
い
く
こ
と
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
少
し
塞
ぎ
込
み
に

な
っ
て
き
た
人
々
の
マ
イ
ン
ド
を

明
る
い
方
向
へ
持
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

今
回
あ
ら
た
め
て
生
活
基
盤
と

し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
を

感
じ
、
そ
れ
を
支
え
る
５
５
０
万

人
の
方
々
へ
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

か
ら
、
合
意
を
得
て
数
件
に
し
て

い
く
作
業
は
、
心
を
鬼
に
し
て
選

別
す
る
こ
と
で
し
た
。
既
に
有
名

で
受
賞
も
多
い
も
の
や
、
も
う
少

し
実
績
を
見
て
か
ら
と
い
う
も
の

を
外
し
、
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
、
同
様
な
取
り
組
み
が
横
展

開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る

と
い
う
賞
の
意
味
に
鑑
み
、
ま
ず

は
19
件
の
も
の
を
最
終
選
考
の
対

象
と
す
る
と
い
う
絞
り
込
み
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
グ
ッ
ド
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
表

彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
部
門
賞
や
大

賞
を
選
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
横
比
較
で
優

劣
つ
け
が
た
い
も
の
で
、
賞
の
趣

旨
に
合
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
で


選
考
作
業
を
続
け
ま
し
た


そ
の
結
果
、
４
つ
の
部
門
賞
と

大
賞
を
決
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

準
じ
た
優
れ
た
も
の
を
特
別
賞
と

し
て
２
件
加
え
ま
し
た
。

部
門
賞
や
特
別
賞
に
選
定
さ
れ

た
取
り
組
み
は
、
こ
の
賞
の
主
旨

で
あ
る
「
地
道
な
活
動
で
地
域
社

会
・
文
化
に
貢
献
す
る
」
素
晴
ら

し
い
活
動
で
あ
り
、
大
賞
に
も
引

け
を
取
ら
な
い
と
評
価
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
と
り
わ

け
、
大
賞
と
な
っ
た
茨
城
県
境
町

で
の
取
り
組
み
は
、
自
動
運
転
バ

ス
と
い
う
新
し
い
乗
り
物
を
町
役

場
が
走
ら
せ
た
際
に
、
住
民
が
そ

れ
を
前
向
き
に
受
容
し
、
走
ら
せ

や
す
い
よ
う
に
路
上
駐
車
を
止
め

今
回
の
「
ク
ル
マ
・
社
会
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」
の
選
考

委
員
長
を
担
当
致
し
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
を
初
め
て
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
果
た
し
て
ど
ん
な
も
の
が

ど
れ
く
ら
い
応
募
し
て
い
た
だ
け

る
の
か
、
も
し
応
募
が
極
め
て
少

な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
、
２

回
目
に
う
ま
く
つ
な
が
る
よ
う
な

い
い
選
考
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

正
直
言
っ
て
初
回
と
い
う
の
は
極

め
て
荷
が
重
く
、
数
カ
月
間
重
圧

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み

る
と
、
応
募
数
が
順
調
に
伸
び
、

問
い
合
わ
せ
も
多
か
っ
た
の
で
、

締
め
切
り
を
延
長
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
応
募
総
数

は
75
件
に
の
ぼ
り
、
ま
た
内
容
も

優
れ
た
も
の
が
多
く
、
最
初
の
心

配
は
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

今
度
は
う
ま
く
数
件
に
絞
り
込
め

る
か
と
い
う
点
が
重
く
の
し
か
か

り
ま
し
た
。

選
考
委
員
の
先
生
方
の
ご
専
門

は
多
岐
に
わ
た
り
、
多
様
な
視
点

か
ら
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

選
考
委
員
会
で
は
長
い
時
間
を
か

け
て
、
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
て
い

き
、
最
終
結
果
に
至
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
優
れ
た
内
容

ば
か
り
で
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の

日
本
自
動
車
会
議
所(

内
山
田
竹
志
会
長)

は

２
０
２
１
年
６
月
に
創
立
75

周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
感
謝
表
彰
制
度｢

ク
ル
マ･

社
会･

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
大
賞｣(

共
催
＝
日
刊
自
動
車
新
聞
社)

を
創
設
し
た

自
動
車
産
業･

文
化
の

発
展
に
対
す
る
地
道
な
努
力
に
謝
意
を
伝
え
る
と
と
も
に

そ
う
し
た
取
り
組

み
に
光
を
当
て
世
の
中
に
広
が
っ
て
い
く
一
助
と
す
る
の
が
目
的
だ
第
１
回

と
な
る
21
年
度
は
大
賞
に
茨
城
県
境
町
の｢

地
域
住
民
の
手
で
成
し
遂
げ
た
国

内
初
の
自
動
運
転
バ
ス
の
社
会
実
装｣

を
選
定
し
た

部
門
賞
に
は｢

モ
ビ
リ
テ

ィ･

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
賞｣

に
日
本
交
通
｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
賞｣

に
タ
ウ(

宮
本
明

岳
社
長
さ
い
た
ま
市
中
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｢

地
域･

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
賞｣

に
赤
碕
ダ

イ
ハ
ツ(

上
田
啓
悟
社
長
鳥
取
県
琴
浦
町)

｢

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
連
携
賞｣

に
日

本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会(

吉
澤
武
彦
代
表
理
事
宮
城
県
石
巻
市)

特
別
賞

は
第
一
交
通
産
業
グ
ル
ー
プ
と
前
野
モ
ー
タ
ー
ス(

前
野
嗣
郎
社
長
岩
手
県
葛

巻
町)

に
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た


選
考
委
員
長
講
評

鎌
田

実
東
京
大
学

名
誉
教
授

自
動
車
産
業･

文
化
の
発
展
に
貢
献

グッドパートナーシップ事業一覧

から表彰の対象とし

て高く評価された

「特別賞」が選ばれ

ましたが、それぞれ

が持つ人々の熱意や

創意工夫、実行力な

ど大変強く心に刻ま

れるものでありまし

た。受賞されました

取り組みにつきまし

ては、私どもとしましても、より光をあて、

広く広報を行ってまいりますので、事業者の

皆様とともに関係各位のご協力を宜しくお願

い申し上げます。

「クルマ・社会・パートナーシップ大賞」

は、当会議所の大切な事業として、来年度以

降も実施してまいります。第２回となる来年

度においても、数多くの素晴らしい取り組み

に接することができることを大変楽しみにし

ております。

最後になりましたが、共催の日刊自動車新

聞社をはじめ、会員団体・企業の皆様、自動

車業界・自動車にかかわる全ての皆様に感謝

申し上げますとともに、今後ますますのご発

展をご祈念申し上げ、表彰にあたっての感謝

とお祝いのご挨拶とさせていただきます。

で、同じような取り組みが世の中に大きく広

がっていく一助になればとの思いから創設し

たものです。

昨年９月、制度の公表と同時に公募を開始

させていただきましたが、全国から合計で75

件ものご応募をいただきました。皆様のこれ

までの取り組みに心から敬意を表しますとと

もに、本大賞へのご理解・ご協力に対しまし

て、厚く御礼申し上げます。主催者として今

後ご応募いただいた全ての取り組みを十分に

理解し、社会に広く認知されるために支援し

ていく所存です。

選考にあたりましては、選考委員の皆様に

よる熱心かつ厳正な審議の結果、受賞者が決

定されました。お忙しい中審議にお時間をい

ただきました選考委員の皆様に感謝申し上げ

ますとともに、受賞者の皆様にはあらためて

お慶びを申し上げます。

今回、受賞された皆様は、今後世の中に広

がってほしい取り組みとして、まず19件の

「グッドパートナーシップ事業」に選定され

ました。そして、その中から、最も優秀な取

り組みとして大賞が選ばれ、部門賞として

は、「モビリティ・ソリューション賞」「SD

Gs貢献賞」「地域・コミュニティ活性化賞」

「自動車ユーザー連携賞」、また選考委員会

このたび「第１回（2021年度）クルマ・社

会・パートナーシップ大賞」の表彰式の開催

にあたり、主催者を代表し一言ご挨拶申し上

げます。

現在、自動車産業が100年に一度とも言わ

れる大変革期にある中、社会全体を見渡しま

すと、長引く経済の低成長や、気候変動・エ

ネルギー高騰の問題、地方の停滞、少子高齢

化、人手不足、さらには新型コロナウイルス

感染拡大による影響など、様々な難しく厳し

い環境が続いております。

しかし、そのような状況にあっても、自動

車業界に身を置き働いておられる550万人の

方々は、日本や各々の地域の経済・社会を牽

引するリーディング産業・業界の誇りをもっ

て、たとえ光があたらないことであっても、

ともに成長し、共存・共栄していくパートナ

ーやステークホルダーのために日々汗を流し

ておられます。

この「クルマ・社会・パートナーシップ大

賞」は、当会議所の創立75周年を機に、そう

した550万人の方々や自動車のユーザーな

ど、自動車にかかわるすべての人々の地道な

活動やさまざまな貢献に「ありがとう」と感

謝を伝えるとともに、それぞれの素晴らしい

取り組みが注目を集め、周知が広がること

や
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
手
段
を
通
し
た
社
会
課

題
解
決
へ
の
取
り
組
み
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
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）
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成
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
③
地
域
や
自
治
体
と
協
働
・
連

携
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
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り
組
み
④
ユ

ー
ザ
ー
と
し
て
自
動

車
を
大
切
に
取
り
扱

い
、
性
別
や
年
齢
に

か
か
わ
ら
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幅
広
い

層
か
ら
評
価
さ
れ
う

る
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り
組
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―
の
４

分
野
を
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め
た
。

昨
年
９
～
11
月
の

約
2
カ
月
間
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候
補

を
募
集
し
た
と
こ

ろ

全
国
か
ら
75
件

の
応
募
が
あ
っ
た


ま
ず
自
動
車
産
業･

文
化
の
発
展
へ
の
地

道
な
取
り
組
み
が
世

の
中
に
さ
ら
に
広
が

っ
て
い
く
よ
う
に


と
い
う
制
度
の
趣
旨

に
沿
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グ
ッ
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と
し
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を
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ら
大
賞

部
門

賞

特
別
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
選
定
し
た


受
賞
対
象
は
、
自
動
車
業
界
で
働
く
人

や
ユ
ー
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ー
を
含
め
た
自
動
車
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人
に
よ
る
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々
の
業
務
や
活
動

を
ベ
ー
ス
と
し
た
取
り
組
み
と
し
た
。
具

体
的
に
は
①
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題

大
賞
に
選
定
さ
れ
た
茨
城
県
境
町
が
運
行
す
る
「
自
動
運
転

バ
ス
」
。
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
「
生
活
の
足
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る

日本自動車会議所 内山田 竹志会長
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